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要 旨

本研究は, 母性看護実習が学生 の 母性意識に与 える変化およ び母性意識と性役割観 の 関連を調

査する こ とに よ り母性看護実習 の 効果を明らか にする こと を目的と した . ま た先行研究 と の 比較

に より現在の 看護大学生 の 特徴を明らかに する こ とで 今後の 実習指導 の 基礎資料 を得る こと を目

的と した .

対象 は, 199 7 - 2000 年に母性看護実習を行い研究に 同意の 得られ た本学4 年次看護学生女子188

名で あ っ た . 調査内容は, 母性意識に関 して は ｢ 母性理念質問紙｣ を実習前後に 用 い ,
ま た, 性

役割観に 関して は ｢ 女性に対する態度尺度｣ を実習前に 用い て調査を行 っ た.
そ の 結果, 母性意

識 は, 実習前後 の 比較に お い て実習後に母性意識の 上昇がみ られ , 実習 の 効果が確認で きた . 莱

習体験が実習後 の 母性意識に 与えた影響を検討 したと ころ , 実習前 に母性意識が低 い者 に正常分

娩見学, 授乳介助体験が実習後の 母性意識 の 変化 に関与 して い た . 性役割観で は, 革新的男女平

等観 を抱く者が90 名 (47 .9 % ) , 中間層が8 9 名 ( 47 .3 % ) , 保守的 ･ 因習的女性役割観を抱く者が

9 名 (4 .8 % ) で あ っ た . 実習前に 革新的男女平等観 を抱く者 は母性意識が低く, 保守的 ･ 因習

的女性役割観を抱く者は母性意識が高か っ た . ま た
, 実習後に革新的男女平等観 を抱く者と中間

層に お い て 母性意識 の 上昇がみ られた . 先行研究と の 比較で は, 実習前 の 母性意識 は低く, 実習

前後 で は革新的男女平等観に傾く傾向が あ っ た.

以上より , 母性看護実習は, 母性意識 の高揚に お い て評価で き, と りわ け正常分娩見学 , 授乳

介助 に お い て 効果がある こ とが明らかと な っ た.
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序

母性意識 は生ま れ つ き の 本能 で はなく ,先天的

な母性 の 特質と結び つ き, 生後周囲か ら の 影響を

受 けなが ら成長 し, 経験する こ と に より発達する

と考え ら れて い る
ト3 )

. しか し, 近年 の 青年期女

性 は, 核家族化 , 地域社会の 関連性 の 稀薄さ , 受

験戦争に 伴う塾通い な どに よ り, 子 どもと接触す

る機会が少なくな っ て い る .
こ の 現象 は, 成長過

程 に おける母性意識 を発達さ せ る個々 人 の体験を

減少させ , 母性意識の 変容を もた ら して い る
4~ 6 )

看護大学生に お い て は, 看護を実践する上で ,
よ

り健全な母性意識 の 獲得が望ま れ る. しか し, 彼

らの 成長過程に お い て も同様に 環境 の 変化 による

母性意識 の 変容が推測さ れ る.

また, 現在働く 女性 の 数 は全雇用者 の 約4 割を
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占めると い われ , 同時 に働く女性 の 高学歴化, 継

続年数の 長期化に よ り女性労働者 の 成熟化が進展

して い る
7)

. こ の 女性 の 社会進出に 伴 い 伝統的な

男女の 性役割観も変化 しつ つ あるよ うに考え られ

る .
こ の よう な現状 の 中, 看護大学生 の母性意識

と性役割観 の 関連 に つ い て も明らか に する こ と ば

意義深い ことと考え る .

母性看護実習評価に 関する先行研究と して は,

母性意識を指標と した研究が多く なさ れて お り,

実習 は母性意識 を高く する
8 , 9)
こ とや対児感情に

お い て も回避感情を 低く する と い う効果が 報告

されて い る . しか し
,
そ の 殆 どが実習前後 の 比較

の み の 検討で あり ,
そ の 変化が実習に お ける種々

の 体験の うち , どれ に 起因する の か に つ い て の 検

討 は少ない .

性役割に 関す る先行研究で は , 親 の 性役割に対

する考え は娘 の 性役割 に対する認知全般 に影響を

及ぼ し
1' , 1 2)

, 母娘 の 関係 に お い て 母と の 肯定的な

関係が娘の 女性性受容 に影響 して い た
1 ‖
と の 報告

や , 月経前症候群 ( 以 下 P M S) と性役割観 の 関

連で P M S を治療 して い る人は女性的役割を受容

で きな い 人が 多く , 月経 に 対 して も否定的で あ

る
13 )

と い う報告な どがみ られ , 性役割観と性の 受

容 にかか わる研究が され て い る .

母性意識と性役割観と の 関連性に つ い て の 先行

研究で は , 保守的 ･ 因習的女性役割観を抱く者よ

り革新的男女平等観を抱く者 に実習後に母性意識

が高く なる と い う報告
8)
が ある .

しか し
, 母性看

護実習に お ける母性意識と性役割観と の研究は非

常 に少 なく ,

一

貫 した知見が得 られて い な い .

ま た, 年代が異な る こ と に よ り性役割観 に も違 い

が予測さ れる .

こ れ ら の こ とか ら本研究で は, 本学 の母性看護

実習が学生 の 母性意識 に どの よ うな変化を与える

の か に つ い て
, 実習体験も含め て 検討を加え ,

さ

らに
,
現代 の 看護大学生 の性役割観と母性意識 の

関連か らも実習効果を明らか に し, 今後 の 学生実

習指導の 基礎資料 を得る こと を目的とした .

用語の 定義

母性意識 : 本研究で は , 花沢 の 『母性理 念質問

紙』
11)
の 概念 に基 づ き , 母性意識を , ｢ 女性が母
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親に なる , あ る い は母親で ある こ と の 自覚と ,
そ

の 自覚 に基 づく妊娠 ･ 分娩 ･ 育児 へ の 態度や価値

観とそ の 両方 を包括する概念｣ と捉える .

性役割観 : 1978 年に S p e n c e , J ら に よ り作成 され

東ら が 日本 に 紹介 した 『女性 に 対する 態度尺度

( A ttit u d e s T o w a rd W o m e n S c al e :

A T W S)』
15 )
の 概念 に基 づき , 性役割観を ｢ 職業生

宿, 教育や知的な活動,
デ ー ト の 際 の 振る舞い ,

家庭内の 男女 の 役割 , 夫婦関係と い っ た広 い範囲

にお い て , 女性の持 っ べ き権利や役割にお けるフ ェ

ミ ニ ス ト的態度す なわ ち男女 の平等羊義的態度｣

と い っ た個人の 価値観 と捉え る.

研究方法

1
, 調査対象

調査期間内に 母性看護実習を行 っ た当大学4 年

次女子学生25 2 名を対象に 本研究 の 主旨を説明 し,

調査に協力 の 得られた188 名を対象と した｡

2 . 調査期間

199 7 年4月 - 2000 年10月

3
. 方 法

母性看護実習前後 に母性意識と して 『母性理 念

質問紙』
14)

杏
, 実習前 に性役割観 と して 『女性 に

対する態度尺度 : A T W S』
15 )
を用い て 自記式 ･ 留

め 置き回収法 にて 調査を行 っ た｡

｢ 母性意識｣ の 質問内容 は27 項目で , 母鶴役割

を肯定する項目18 項目と母親役割を否定する項目

9 項目に な っ て い る . 採点 は各項目に つ い て ｢ 非

常 に そ う思う｣ を + 2 点か ら ,
｢ 非常に ちがう｣

を - 2 点 の 5 段階評定とした . 肯定項目, 否定項

目別 に そ れ ぞれ の 得点を集計 し, 肯定項目得点
,

否定項目得点と して実習前後 の 得点変化 を分析 し

た . なお
, 肯定項目は得点が高 い ほ ど母性意識が

高く , 否定項目は得点が低 い ほ ど母性意識が高 い

こ と を示す.

実習後 に母性意識 ( 肯定項 目 ･ 否定項目) 得点

が上昇ま たは下降する変化は実習中 の どの よ うな

体験に 関わるか を探る ために 実習体験項目を用 い

て 多重 ロ ジ ス テ ッ ク 回帰分析 をお こ な っ た.

ロ ジ

ス テ ッ ク 回帰分析をお こ なう上で , 以下 の 手続き

をと っ た . 上昇群 ･ 下降群と の 比較に つ い て は ,
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よ り実習 の 影響が分析 で き る よう に , ｢ 上昇群｣

を実習後 の得点が実習前より2 点以上の 上昇があ っ

た人と し, ｢ 下降群｣ を - 2 点以下 の 下降があ っ

た人と した .
ま た, 変化 しなか っ た群 ( 実習前後

の得点差が - 1 - 1 点 の 者) を ｢ 比較群｣ に含め

( 上昇群ま た は下降群 の どち らか の 群と変化 しな

か っ た群) , 上昇群ま たは下降群 の 群と比較した .

ま た, 分析 に あた っ て は, 実習前 の 得点が高か っ

た者と低か っ た者で は, もと もと の 母性意識の 発

達に違 い が予測され るため ,
肯定 ･ 否定項目別 に

実習前 の 得点が平均点以上 の 者 ( 高得点群) と平

均点以下 の 者 ( 低得点群) に群別して 上記の 分析

を行 っ た . そ の 方法の 詳細に つ い て は以下の とお

りで ある .

肯定項目 :

･ 高得点群で下降群 ( - 2 点以下) と比較群 ( 上

昇群と変化がなか っ た群 : - 1 点以上) の 比較.

･ 低得点群 で上昇群 ( 2 点以 上) と比較群 ( 下降

群と変化がなか っ た群 : 1 点以下) の比較.

否定項目 :

･ 高得点群で 下降群 ( - 2 点以下) と比較群 ( 上

昇群と変化が なか っ た群 : - 1 点以上) の比較.

･ 低得点群で 上昇群 ( 2 点以上) と比較群 ( 下降

群と変化が なか っ た群 : 1 点以 下) の 比較.

なお
, 本研究 にお い て の ｢ 女性 に対する態度尺

度｣ の α 係数 は0 .70 で あり
,
｢ 母性理念質問紙｣ の

実習前後 の α 係数 は0 .60 - 0 .69 で あ っ た .

｢ 性役割観｣ の 質問内容 は1 5 項目で ,
｢ 非常 に

反対｣ を 0 点か ら, ｢ 非常 に 賛成｣ を 3 点 の 4 段

階評定 ( 逆転項目 7 項目) と し, 全項目 の 合計得

点を性役割観得点と した.
ま た

, 性役割観に つ い

て は
, 東ら

1 4)
の 研究と同様に , 合計得点が25 点以

下 の もの を保守的 ･ 因習的女性役割観群と し, 26

- 33 点 の もの を中間群と し, 34 点以上の もの を革

新的男女平等観群と して分析をお こ な っ た .

分析は統計解析用 ソ フ ト S P S S 10 .O J を用い た｡

結 果

対象 の年齢 の 範囲は, 21 歳か ら26 歳 , 平均年齢

は2 1 .4 歳 ( S D ±0 .68) で あ っ た. 実習項目で は,

休浴実施と おむ つ 交換 は, 殆 どの 者が実施して い

た ( 表 1 ) .

表 1 . 対象 の 年齢, 実習体験

n
= 1 8 8

範 囲 M S D

年 齢 2 1 - 2 6 2 1 .4 0 . 6 8

実 習の 体 験 n %

正 常 分 娩 見 学

あり 1 2 0 6 3 .8

なし 6 8 3 6 . 2

帝 王 切 開 見 学

あり 4 5 2 3 .9

なし 1 4 3 7 6 . 1

N I C U 見 学

あり 2 2 1 1 .7

なし 1 6 6 8 8 . 3

休 浴 実 施

あり 1 8 8 10 0 .0

なし 0 0 . 0

お む つ 交換実施

あり 18 5 9 8 . 4

なし 3 1 . 6

瓶 晴 乳 実 施

あり 15 8 8 4 . 0

なし 3 0 1 6 . 0

乳房 マ ッ サ
ー

ジ 実施

あり 1 48 7 8 . 7

なし 4 0 2 1 . 3

1 . 母性意識 の結果

肯定得点 の 得点範囲は - 32 - 32 点 , 否定項目の

得点範囲は - 18 - 1 8 点 で あ る. 実習前 の肯定項目

の 最低点 は - 20 点 , 最高点 は28 点で あり, 平均点

は7 . 1 点 ( S D ±6 .9) で あ っ た. 否定項目 の 最低点

は - ll .0 点, 最高点は7 .0 点 で あり , 平均点は - 2 .8

点 ( S D ±3 .3) で あ っ た. 実習後 の 肯定項目の 最

低点は - 10 点, 最高点は3 3点で あり , 平均点は9 .4

点 ( S D ±7 .7) で あ っ た. 否定項目の 最高点5 .0 点,

最低点 は - 14 .0 点 で あ り平均点 は - 3 .5 点 ( S D ±

3 .3) で あ っ た
.

1 ) 実習前後の 母性意識の比較

実習前後 の母性意識得点 の 比較 で は, 実習後に

肯定項目は上昇し, 否定項目は下降する変化が み

られ母性意識 は有意に高く な っ て い た ( p < 0 .0 01)

( 表2 ) . また
, 設問別に みた結果, 実習後の 肯定

項目で 18 項目中1 1 項目に お い て有意 に得点の 上昇

が あ り ( p < 0 .05 - 0 .00 1) ( 表 3 ) , 否定項目で

は
,
9 項目中 4 項目に お い て 有意 な得点の 低下が
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n = 1 8 8

表 2 . 母 性意識 の実習前後の変化

実 習 前 実 習 後

M S D M S D

肯 定 項 目 7 . 0 9 6 . 9 1 9 . 4 4 7 . 7 0
* * *

否 定 項 目 - 2 . 7 8 3 . 2 6 - 3 . 5 1 3 . 3 0
* * *

み られ た ( p < 0 .05 - 0 .0 1) ( 表 4 ) .

2 ) 実習後の母性意識の 変化

実習後 の 母性意識得点 の 変化 を表5 に 示 した .

肯定項目に お い て 1 点以上得点が上昇 した者 は11 7

名 ( 62 .2 % ) , 変化無 しの 者は18 名 (9 .6 % ) , - 1

対 応 の あ る t 検 定
* * *

p < 0 . 0 0 1

表 3 . 母性意識 (肯定項目) 設問別得点の実習前後の 変化
n
= 1 8 8

実習前 実習後

M S D M S D

肯 定 項 目

1 . 妊娠 , 女にとっ てすばらしい 出来事である.

2 ･ 赤ちや んを産む ことが できるのは
,
女 の特権である.

4 ･ 赤ちや んを産ん で はじめて , 子 どもの可愛らしさがわかる

5 ･ 赤ちや んを無事に産むためなら, どんな苦しみも我慢できる.

7 ･ 女は 子供を産む ことで , 自分が生きた証拠を残すことが できる .

8 ･ どん なことをしても, 赤ちやんは母乳で育てる べ きで ある.

1 0 ･ 子 どもを産んで 育てるのは , 社会に対する女性の つ とめ である .

1 1 ･ 女は 子供を持 つ ことで , 人 生 の価値を知ることができる.

1 3 ･ 育児は女に向い て い る仕事であるから, するの が自然である.

1 4
･ 子 どもを産ん で育 てることは ,

自分の成長に つ ながる.

1 6 ･ 子 どもを産ん で育 てなければ , 女 に生まれ た甲斐がない .

1 7 ･ 子 どもが いることで , 家庭生活はより楽しくなる.

1 9 . わ が子 の成長を見届けるために, 長生きしなければならな い .

2 0 ･ 母 親 がわが子 を自分の
一

部だと感じるのは当然の ことである.

2 2 ･ わ が子 の ためなら
,
自分を犠牲にすることが できる.

2 3 ･ 子 どもを育て るの は , 産み の 母が最良である.

2 5 ･ わ が子 の存在を感じるだけで , 毎 日の 生活に張りが出る .

2 6 ･ 育児に専念した いというのが , 女 の本音である.

1 .4 3 0 . 6 1 1 . 6 5 0 . 5 4

1 . 3 9 0 . 6 6 1 . 4 9 0 . 6 2

- 0 . 1 2 1 . 0 1 - 0 . 1 6 1 . 1 8

0 .4 7 0 .8 7 0 . 6 8 0 . 9 4

- 0 .2 3 0 .9 5 - 0 . 0 7 0 . 9 5

0 .1 3 0 .9 2 0 . 1 3 0 . 8 5

-

0 .3 9 0 .8 5 - 0 . 3 3 0 .9 1

-

0 .1 7 0 .9 3 - 0 . 0 3 1 .0 6

- 0 .1 9 0 .8 7 - 0 . 1 3 0 .9 6

1 .4 4 0 .6 2 1 . 5 0 0 . 5 9

- 0 .7 0 0 . 9 0
-

0 . 4 1 1 .0 3

1 . 1 6 0 . 7 0 1 . 3 1 0 .6 4

0 . 6 4 0 . 8 3 0 . 7 6 0 .7 4

0 . 6 6 0 . 9 0 0 . 7 6 0 .9 5

0 . 4 4 0 . 7 6 0 .6 7 0 .7 9

0 . 5 0 0 . 9 5 0 . 5 2 0 .9 9

0 . 7 8 0 . 6 3 1 .0 9 0 .6 8

- 0 . 1 6 0 . 8 2 0 .0 1 0 .8 5

対応 のある t 検定
*

p < 0 . 0 5
,

* *

p < 0 .0 1
,

* * *

p < 0 . 0 0 1

表 4 . 母性意識 (否定項目) 設問別得点の実習前後の変化
n
= 1 8 8

実習前 実習後

M S D M S D

否 定 項 目

3 . 妊娠した自分の姿は , 想像しただけでみ じめである.

6 ･ 女だ けが妊娠やお産の苦労をするの は , 不 公平 である.

9 ･ 予 定して いない妊娠の場合は , 人 工 中絶もやむを得ない .

1 2 ･ 結婚生活を楽しむためには , 子 どもを つ くらない ほうがよい .

1 5 ･ わが 子を他人 に預けてでも, 自分の仕事は続ける べきである.

1 8 ･ 育児は妻だけでなく
,
夫も分担す べきである.

2 1 ･ 育児に追われ て い ると, 若さが早く失われる.

2 4 ･ 育児から開放される時に, 人間らしい 自由な生活ができる.

2 7 ･ 母 親が子どもの成長を生き甲斐にするのは 間違 っ て い る.

- 1 . 2 7 0 .6 7 - 1 . 3 8 0 . 6 5

- 0 . 3 4 1 .0 0
-

0 . 5 6 0 . 9 3

-

0 . 1 0 0 .8 0 - 0 . 2 3 0 . 8 6

- 0 . 9 9 0 .7 3 - 1 . 0 4 0 . 7 8

- 0 . 2 9 0 .5 8 - 0 . 3 0 0 . 6 4

1 . 5 8 0 .5 3 1 . 5 6 0 . 6 0

- 0 . 2 0 0 .9 1 - 0 . 3 6 0 . 9 1

- 0 . 7 5 0 .7 4 - 0 . 7 3 0 . 8 0

- 0 .4 3 0 . 8 1 - 0 . 4 7 0 . 7 7

対応の ある t 検定
*

p < o . o 5
,

* *

p < 0 . 0 1
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表 5 . 母性意識の実習前後の上昇 ･ 下降の人数

項 目 得点上昇者 無変化者 得点下降者

n( % ) n (% ) n ( % )

肯定項目 117 (62 .2) 1 8 ( 9 .6) 5 3 (2 8 .2)

否定項目 60 (31 .9) 2 5 (1 3 .3) 1 03 (5 4 .8)

得点上昇者:1 点以上

変化無し者:o 点,

得点下降者: -1 点以下

点以下得点が下降した者は53 名 (28 .
2 % ) で あ っ

た . 否定項 目に お い て 得点が上昇 し た者 は60 名

(3 1 .9 % ) , 変化無 し の 者 は2 5 名 ( 13 .3 % ) , 下降

した者は10 3 名 (54 .8 % ) で あ っ た.

3 ) 母性意識 の変化に対する多重 ロ ジス テ ィ ッ ク

回帰分析によ る検討

実習後 の 母性意識得点が上昇ま たは下降の 変化

に関与す る体験 の 検討 をお こ な っ た ( 表 6 ) . 分

析に用 い た体験項目は, 殆ど の 者が経験 した休浴

実施とおむ つ 交換実施は除き, 分娩見学 , 帝王切

開見学, N IC U 見学 ( 受 け持 ち祷婦同伴) , 瓶晴

乳実施, 乳房 マ ッ サ
ー ジ実施, 授乳介助の 6 項目

と した. 関与が み られ た項目の オ ッ ズ比 は, 肯定

項目の 低得点群に お い て , 比較群に 比べ 上昇群は

乳房 マ ッ サ
ー ジ実施が0 .2 9 ( p - 0 .07) で あり,

否定項目 の 高得点群 に お い て , 低下群 は比較群 に

対 し正常分娩見学が4 .5 9 ( p < 0 .05) , 授乳介助実

施が5 .28 ( p < 0 .05) で あ っ た.

2 . 性役割観の 結果

性役割観で は, 45 点満点で , 最高点42 点, 最低

点20 点で あり, 平均点 は32 .7 点 (S D ±4 .0) で あ っ

た. 革新的男女平等観群で ある34 点以上の 者は90

名 (47 .9 % ) , 中間群 の26 点 - 33 点 の 者は89名 (4 7 .3

% ) , 保守的 ･ 因習的女性役割観群 で ある25 点以

下の者 は 9 名 (4 .8 % ) で あ っ た -( 表 7 ) .

表 6 . 母性意識 に影響する実習体験のオ ッ ズ比

n

正

霊室
娩
帝 王 切 開 見 学 N I C U 見 学 瓶 噛 乳 実 施

乳 房

盲窟
- ジ
授 乳 介 助 実 施

肯 定 項 目

高 得 点 群
+

( 比 較 群/ 下 降 群)
§

低 得 点 群
+

( 上 昇 群/ 比 較 群)
･

■

･

1 0 7 0 . 7 5 1 . 5 0

8 1 2 . 1 5 0 . 6 8

0 . 5 3 0 . 6 1 0 . 5 2

1 . 3 9 1 . 8 0 0 . 2 9
♯

否 定 項 目

高 得 点 群
※

( 下 降 群/ 比 較 群)
§

低 得 点 群
※

( 比 較 群/ 上 昇 群)
∴

6 5 4 .5 9
*

0 .7 2

1 2 3 1 .4 5 0 .6 0

7 . 3 0 1 . 1 3 1 . 2 1 5 . 2 8
*

0 . 6 5 1 .0 0 0 . 5 5 0 . 7 3

#

p < o ･ 1
,

+

p < 0 . 0 5

+ : 肯 定 項 目 の 高 得 点 群 は 実 習 前 の 平 均 点 ( 7 点 ) 以 上 , 低 得 点 群 は 平 均 点 ( 6 点 ) 以 下 の 群 別

※ : 否 定 項 目 の 高 得 点 群 は 実 習 前 の 平 均 点 (- 2 点 ) 以 上 , 低 得 点 群 は 平 均 点 (- 3 点 ) 以 下 の 群 別
§ : 肯 定 項 目 , 否 定 項 目 の 高 得 点 群 で の 比 較 群 は 得 点 が - l 点 以 上 の 群 , 下 降 群 は 得 点 が- 2 点 以 下 の 群

: 肯 定 項 目 , 否 定 項 目 の 低 得 点 群 で の 上 昇 群 は 得 点 が 2 点 以 上 の 群 , 比 較 群 は 得 点 が 1 点 以 下 の 群

表 7 . 性役割観群別の平均点

n
- 1 8 8

性役割観群 得 点 範 囲 n M S D

革 新 的 男 女 平 等 観 群 2 5 点 以 下 9 24 . 3 3 1 . 6 6

中 間 群 2 6 - 3 3 点 8 9 3 0 . 1 3 2
. 2 1

因 習 的 ･ 保 守 的 女 性 役 割 観 群 3 4 点 以 上 9 0 3 6 . 0 8 1 . 8 3
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3 . 母性意識と性役割観 との 関係

表 8 ･ 9 に性役割観別に みた母性意識 の 得点を

表 した .

性役割群別母性意識 ( 肯定項目) の 実習前 の 得

点 は, 保守的 ･ 因習的女性役割観群 の平均得点で

は12 .4 点 (S D ±3 .9) , 中間群で は8 .6 点 (S D ±6 .
4) ,

革新的男女平等観群で は5 . 1 点 ( S D ±7 .0) で あ り,

実習後の 得点 は, 保守的 ･ 因習的女性役割観群で

は 12 .7 点 ( S D ± 4 .7 ) , 中 間 群 で は 1 1 .4 点

( s D ±7 .4) , 革新的男女平等観群で は7 . 1 点 ( S D

±7 .6) で あ っ た. 実習前後 の 比較で は中間群と

革新的男女平等観群に 母性意識 の 有意な上昇 (p

< o .oo 1) がみ られ た . ま た , 実習前 の 性役割別

母性意識 ( 肯定項目) で は, 保守的 ･ 因習的女性

役割観群と中間群 (p < 0 .05) , 保守的 ･ 因習的女

性役割観群と革新的男女平等観群 (p < 0 .0 1) に

有意差が みられ , 保守的 ･ 因習的女性役割群 は母

性意識が高く , 革新的男女平等観群 は母性意識が

低 い 結果で あ っ た. 実習後もそ れ ぞれ の 群で得点

の 上昇 はみ られ たもの の , 保守的 ･ 因習的女性役

割観群 の 母性意識が高い 結果 で あ っ た.

性役割観群別母性意識 ( 否定項目) の 実習前 の

得点 は , 保守的 ･ 因習的女性 役割観群で は - 3 .3

点 ( S D ±3 .0) , 中間群で は - 2 .7 点 ( S D ±2 .9) ,

革新的男女平等観群で は - 2 .8 点 ( S D ±3 .6) で あ

り
, 実習後 の 得点は, 保守的 ･ 因習的女性役割観

群 で は - 3 .2 点 ( S D ± 1 .9) , 中間群 で は - 3 .4 点

( S D ±3 .2) , 革新的男女平等観群で は - 3 .7 点 ( S D

±3 .6) で あ っ た . 実習前後 の 比 較で は , 肯定項目

と 同様 に否定項目で も中間群 ( p < 0 .05) と革新

的男女平等観群 (p < 0 .01) に 母性意識 の 有意な

上昇がみ られた .
しか し

, 否定項目に お い て は性

役割観群別母性意識 に得点差が少なく実習前 ･ 後

と も群別 の有意差はみ られなか っ た .

ま た
, 性役割観と母性意識と の相関関係をみた

結果, 肯定項目で r ニ ー0 .
28 ( p < 0 .00 1) で あ っ

たが
, 否定項目で は相関はみ られ なか っ た.

表8 . 実習前後の性役割観別の 母性意識(肯定項目) の変化

実 習 前 実 習 後
性役割観群 n

M S D

革 新 的 男 女 平 等 観 群

中 間 群

因 習 的 ･ 保 守 的 女 性 役 割 観 群

9 0

8 9

一

･

-

■

.

4

8

0

3

7

6

7 .1 7 7 .6 4
* * *

0411 7 .4 0
* * *

*

p < o . o 5
,

* *

p < 0 . 0 1
,

* * *

p < 0 ･ 0 0 1

前 後: 対 応 の あ る t 検 定

群 間: 一元 配 置分散分析

表9 . 実習前後の性役割観別の 母性意識(否定項目) の変化

実 習 前 実 習 後
性 役割観群

M S D M S D

革 新 的 男 女 平 等 観 群 9 0 - 2 . 7 7 3 . 6 3

中 間 群 8 9 - 2 . 7 4 2 . 8 9

因 習 的 ･ 保 守 的 女 性 役 割 観 群 9 - 3 . 3 3 3 . 0 8

- 3 . 6 7 3 . 5 6
* *

- 3 . 3 8 3 . 1 5
*

- 3 . 2 2 1 . 8 6

対 応 の ある t 検 定
*
p く0 . 0 5

,

* *
p く0 . 0 1
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考 察

1 . 母性意識

1 ) 母性看護実習前 の母性意識

本調査 に よ る本学学生 (197 6 - 198 0 年生まれ)

の 実習前の 平均点は肯定項目得点7 .1 点 ( S D ±6 .9) ,

否定項目得点 - 2 .8 点 ( S D ±3 .3) で あ っ た.
こ の

結果を母性意識に つ い て調査した先行研究と比較

して みる ( 資料1
,
2) .
199 3 年に土居ら

9)
が看護

資料 1 . 母性意識 (肯定項目) の他研究との 比較

研 究 対象の 出生 年 n 平均 S D

土 居 ら ( 1 9 7 0 年) 8 4 1 1 . 3 0 7 .6 0 ｢
:コ

I

.

_

-

-

-

_
_

.

:
_
:
_二 ∴ 二

~

_

~ ~

:i
:

lサ ン プル t 検 定
■ '

p < o .o 1 ,
榊

p < o.o o 1

資料 2 . 母性意識 (否定項目) の 他研究との比較

研 究 対象の 出生牢 n 平 均 s D

土 居 ら (19 7 0 年) 8 4 - 3 . 6 7 2 .9 0 ｢

坂 梨 ら (1 9 7 3 - 1 9 7 4 年) 9 2 - 2 .1 2

本 研 究 (1 9 7 6 - 1 9 8 0 年) 1 8 8 - 2 . 7 8

●

;:≡: 1
1サン プ ル t 検 定

♯
*

p < o .o 1 ,
* * 事

p < 0 .00 1

短大生8 4 名 ( 1970 年生ま れ) に 行 っ た調査 の平均

点 で は , 肯定項目1 1 .3 点 ( S D ±7 .6)
, 否定項目

- 3 .7 点 ( S D ±2 .9) で あり , 坂梨 ら
8)
が 行 っ た 看

護学生9 2 名 ( 1973 - 197 4 年生ま れ) の調査の 平均

点 は , 肯定項目8 .5 点( S D ±7 .9) , 否定項目 - 2 .1

点 ( S D ±3 .8) で あ っ た.

こ れ ら の研究と今回 の 調査 の 肯定項目に お い て

は
,本学学生の 方が母性意識 は低 い 結果 ( p < 0 .0 1

- 0 .00 1) で ある こ とか ら , 同胞 の 減少や 生育過

程で 幼い 子 どもと接触体験 の 減少 な どの 状況に よ

り母性意識の 低下をもた らしたも の と推測される .

しか し
,
こ の こ と に つ い て は

, 同朋 の数や幼い 子

どもと の 個々人 の 接触体験 な どの さ らなる調査と

分析が必要で ある .

否定項目に つ い て も土居 らが 調査 した学生と本

学学生で は, 今回の 学生の 方が 母性意識 は低い 結

果で あ っ たも の の ( p < 0 .0 01) , 坂梨 らの 調査と

の 比較で は , 本学学生 の 方が母性意識は高 い 結果

で あ っ た( p < 0 .0 1) .
こ の 坂梨 らよ り本学学生 の

得点が高か っ た理 由に つ い て は, 肯定項目と否定

項目の 設問内容 の違 い が考え られ , 否定設問別に

比較 した結果 ( 資料 3 ) , 3 項目 ｢ 3 . 妊娠した

自分の 姿は, 想像 しただ け で み じめ で あ る｣ ( p

< 0 .00 1)
,
｢ 24 . 育児か ら開放 さ れ る とき に , 人

間ら しい 自由な生活が で きる｣ ( p < 0 .0 01) , ｢27 .

母親が子ども の 成長を生き甲斐 に する の は間違 っ

て い る｣ ( p < 0 .05) に お い て , 本学学生 の 方が

母性意識は高か っ た . 反対 に坂梨 らの 調査の 方が

高か っ た項目は, ｢ 15 . わ が子を他人 に預けて で も,

自分 の 仕事 は続 ける べ き で あ る｣ ( p < 0 .00 1) ,

｢18 . 育児は妻だ けで なく , 夫 も分担すべ きで あ

る｣ ( p < 0 .05) の 2 項目で あ っ た .
こ の こと ば

,

妊娠 ･ 育児をすば ら しい と思 っ て い るが , 仕事を

資料 3 . 実習前の 母性意識 (否定項目) 設問得点と先行研究と の比較

否 定 項 目
今回 坂 梨

M M

3
･ 妊娠した自分の 姿は , 想像しただけでみじめである .

6 ･ 女だ けが妊娠やお産 の苦労をするの は , 不 公平 である.

9 ･ 予 定して いない妊娠の 場合は , 人 工 中絶もやむを得な い .

1 2 1 結婚生活を楽しむためには
,
子 どもをつ くらな い ほうがよい .

1 5 ･ わが子 を他人に預けて でも, 自分の仕事は続ける べ きで ある.

1 8 ･ 育児は妻だけ でなく, 夫も分担す べきである.

2 1 . 育児に追われ て い ると, 若さが早く失われる.

2 4 ･ 育児から開放される時に , 人間らしい自由な生活 ができる.

2 7 . 母 親が子 どもの 成長を生き甲斐にするのは 間違 っ て い る.

- 1 . 2 7 - 0 .9 8

- 0 . 3 4 - 0 .
2 3

- 0 .1 0 - 0 .0 4

- 0 . 9 9 - 0 .9 2

- 0 . 2 9 - 0 . 5 3

1 . 5 8 1 . 5 0

- 0 . 2 0 - 0 .0 9

-

0 . 7 5 - 0 . 5 4

- 0 .4 3 - 0 .2 8

* * *

1 サン プ ル t 検定 * p < o . o 5
,

* * *

p < 0 .0 0 1
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続 ける上で家事役割は分担す べ きで あると思 っ て

い る結果で あ ると考え られ , 社会進出が進む現代

社会の 様相を映し出して い るよ うで ある . しか し
,

母性意識が先行研究より高 い と い う, 予測と反 し

た結果で あ っ た こと は, 今後 こ の 否定項目に つ い

て
,
さ らに追跡調査を行 い検討 して いく必要があ

ると考え る.

2 ) 母性看護実習前後の 母性意識の比較

母性意識を実習前後で 比較する と実習後に肯定

項目得点 で上昇が み られ , 否定項目得点で 下降が

みられた こ と は
, 実習で 体験する こ とを通して 学

生の母性意識 は肯定的に 変容する とい う結果で あ

り
, 先行研究と同様 の 結果で あ っ た.

一

般 に , 忠

春期 ･ 青年期 に身近 な人 の 母性行動を観察する こ

と や乳幼児と接触する体験は母性意識発達の 促進

要因に なる
2
-
16 )
と い わ れて い る . こ の結果 は, ま

さ しく母性看護実習体験そ の もの が母性意識を促

進させ る もの で ある こ とを証明した.

3 ) 実習後の母性意識の変化に関与するもの の検討

実習後の 得点の 上昇 ･ 下降で みて みると, 肯定 ･

否定項目共に上昇 して い る者は半数以上で あ っ た

が , 下降した者 も3 割程度あ っ た . これ は
, 青年

期の 多感 な時期 に母性実習の 体験 をする こ とば ,

全て の者 の 母性意識 を高め ると は限らな い と い う

結果で ある. そ こで
, 母性意識の 実習前後の 上昇 ･

下降に 関与する実習体験を知るた め実習体験項目

を用 い て 分析を お こ な っ た .
そ の 結果, 母性意識

が高 い群で ある肯定項目 の 高得点群と否定項目の

低得点群 で は ,
ど の 体験 も有意な関与はみ られな

か っ たが , 母性意識が低 い肯定項目 の低得点群で

は
, 乳房 マ ッ サ

ー ジ実施 , 否定項目 の高得点群で

は, 正常分娩見学, 授乳介助体験 に関与がみ られ

た
.
これ は, もともと母性意識が高か っ た者 に は,

実習体験の 有無は母性意識そ の もの に関与しなか っ

たもの の
, 母性意識が実習前に 低か っ た者 に と っ

て
, 否定項目で正常分娩見学, 授乳介助体験は母

性意識を上昇さ せ る体験で あ っ たと い える . 反対

に肯定項目で 乳房 マ ッ サ ー ジ実施 の 有無が上昇群

に より体験 したもの が少なか っ た こ とよ り, む し

ろ母性意識を下降さ せ る傾向があ っ たと いえ る .

こ の乳房 マ ッ サ ー ジ実施 に つ い て は, 統計的に 有

意水準に達 して おらず ( p - 0 .07) 傾向の みで あ っ

た こと と
, 先行研究がな い ため今後そ の 因子を検

討する余地が ある .

2 . 性役割観

本研究 の 結果, 平均点 は32 .7 点 ( S D ±4 .0) で

あり , 性役割観 は革新的男女平等観群が , 約半数

を占め ,
反対に保守的 ･ 因習的女性役割観群 は,

5 % に満た ない と い う結果で あ っ た .
こ の結果と

性役割観を調査し た先行研究 と比較 して み る( 資

料 4 ) . 1983 年に 東ら
15 )
の女子大生127 名を対象に

行 っ た調査で は, 平均点28 .1 点, (S D ±6 .0) , 1996

年に 坂梨 ら
8)
の 看護学生 ( 専門学校 3 年生) 92 名

に 行 っ た調査で は , 平均点29 .5 点 ( S D ±4 .3) で

あ っ た
. 今回の調査と こ の 研究を比較すると今回

の 本学学生 の 方が有意に得点 の上昇が認められ た.

こ の こ とは東らが調査した学生 (19 60 年前半生ま

れ) と , 坂梨 らが調査した学生 (19 70 年前半生ま

れ) と , 今回の 本学学生 (1976 - 19 80 年生まれ)

と の 間 で性役割観 に明らかな差が あり , 本学学生

が より革新的男女平等観が強くな っ て い ると い え

る.
こ の 3 つ の集団は, 調査対象が女子大生 , 看

護専門学生, 看護大学生と集団 に違い はある もの

の
, 年代を追 っ て性役割観 に おい て 男女平等観が

強くな っ て い た.
これ は年々 進む女性 の 社会進 出

や 晩婚化な どの 影響が考え られ, 看護系大学 に お

い て も今後ますま すこ の 傾向の 学生が多くなる と

考え られ る.

資料4 . 性役割観と先行研究と の比較

研 究 対 象 の 出 生年 n 平 均 s D

東 ら ( 19 6 0 年 前 半)

坂 梨 ら (19 7 0 年 前 半)

一

.

｢
-

一

8

7

9

2

5

4

6

5

0

4

8

9

2

2

7

2

2

9

1

本 研 究 (1 9 76 - 19 8 0 年) 18 8

1 サン プ ル t 検 定
* * *

p
< o .o o 1

3 . 母性意識と性役割観との 関係

性役割観群別に母性看護実習前後 の 母性意識 で

は結果 , 母性意識がもと もと高い 保守的 ･ 因習的

女性役割観群 は, 肯定 ･ 否定項目と も母性意識が

高く, 実習に よ る変化 はみら れなか っ た もの の ,

母性意識が低か っ た革新的男女平等観群や中間群

で は, 実習 の 体験を通 して母性意識が . 実習後 に

- 4 8 -
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高く変化 した.
これ は

, 母性看護実習は, 特に革

新的男女平等観群と中間群 の 者に と っ て 母性意識

を促進する体験で あ っ たと い え る. ま た , 母性意

識 の 肯定項目で 性役割観と逆相関がみ られた こ と

は
, 先行研究 に は無か っ た結果で あり, 先行研究

の 時代 に比 べ 本学学生 の 母性意識が低く, 性役割

観が革新的男女平等観 に傾い て い る こと を裏付 け

るもの と考える .

結 語

1
. 実習前後 の母性意識 の 比較で は, 実習後に母

性意識 の 上昇がみ られた .

2 . 実習後 の 変化に関与する因子を分析するため ,

学生が実習時体験した項目を用 い分析 した結果,

実習前に母性意識が低 い 者に正常分娩見学, 揺

乳介助体験が実習後の 母性意識 の 変化 に関与 し

て い た.

3
. 性役割観 で は , 革新的男女平等観を抱く者が

90 名 (47 .9 % ) , 中間層が89 名 ( 4 7 .3 % ) , 保守

的 ･ 因習的女性役割観を抱く者が 9 名 (4 .8 % )

で あ っ た
.

4
. 実習前 の 母性意識と性役割観と の 関連で は ,

革新的男女平等観を抱く者で は母性意識が低く,

保守的 ･ 因習的女性役割観を抱く者 は母性意識

が高か っ た.

5 . 実習前後の 母性意識と性役割観と の 関連で は,

革新的男女平等観を抱く者と中間層で は母性意

識 の上昇が み られ た.

6 . 先行研究と の 比較 に お い て
, 本対象 は母性意

識が低く , 革新的男女平等観に 傾く傾向が あ っ

た
.
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E v al u a ti o n o f ed u c a ti o n al effi c a c y of

m a t e r n al n u r si n g p r a cti c e o n th e a c q u i siti o n a n d

d e v el o p m e n t o f m a t e r n al a w a r e n e s s

K y o k o S A S A N O
l)
, T o m o m i H A S E G A W A

2 )
, M it s u e H O R II

2)

T o k i e T S U K A D A
3)

1)
R e s e a r c h St u d e n t

,
T o y a m a M edi c al a n d P h a r m a c e u ti c al U ni v e r s lt y

2)
T o y a m a M e di c al a n d P h a r m a c e u ti c al U ni v e r sit y

o ヽ ′･･･tJ ノ

b e r ei G a k u e n J u n i o r c o ll e g e o f n u r si n g

A b st r a c t

【P u r p o s e】 T h e p u r p o s e s o f t hi s s t u d y w e r e t o e v al u a t e th e e d u c a ti o n a l effi c a c y o f

m a t e r n al n u r si n g p r a c ti c e o n t h e a c q u lSiti o n a n d d e v e l o p m e n t o f m a t e r n al a w a r e n e s s しM A ) ,

a n d t o cl a rif y t h e r el a ti o n s hip b et w e e n m a t e r n al a w a r e n e s s a n d a ttit u d e t o w a r d s e x u al

r ol e s . 【M et h o d s】 W e o bt ai n e d i n f o r m a ti o n f r o m 188 s e ni o r f e m al e s t u d e n t s of o u r n u r si n g

s c h o ol b y m e a n s o f s elf
- r e p o r ti n g q u e sti o n n ai r e s o n t h e

"

m a t e r n al id e a
"

f o r M A a n d

"

a ttit u d e-t o w a rd
- w o m a n

' '

s c al e f o r s e x r ol e . 【R e s u lt s】 B y c o m p a ri n g s c o r e s b ef o r e a n d

aft e r p r a c ti c e , w e f o u n d th a t t h e s t u d e n t s a c t u ally m a t u r a t ed th ei r M A aft e r t h e p r a c ti c e .

T h e l o gi s ti c r e g r e s si o n a n aly s 上s S h o w ed t h a t s e v e r al p r a cti ci n g e x p e ri e n c e s s u c h a s o b s e r
-

v a ti o n o f n o r m al d eli v e r y a n d b r e a s t-f e e di n g a s si s t a n c e a ct a s i m p a cti n g f a ct o r s o n t h e

s c o r e c h a n g e s . A m o n g 18 8 r e s p o n d e r s , 9 0 st u d e n t s ( 47 .9 % ) h a d a w a r e n e s s f o r e q u alit y o f

t h e s e x e s
,
w hil e 9 st u d e n t s ( 4 .8 % ) r e m ai n e d c o n s e r v a ti v e b ef o r e t h e p r a cti c e . A s f o r t h e

r el a ti o n b et w e e n M A a n d a w a r e n e s s of s p e ci al r ol e o f w o m e n ( A S R W ) , t h e r e w a s a t e n d e n c y

t h a t t h e s t u d e n t s w it h m o r e a w a r e n e s s f o r e q u alit y o f th e s e x e s s h o w l e s s M A ,
w h e r e a s

t h o s e w it h c o n s e r v a ti v e A S R W s h o w m o r e M A . A s f o r t h e r el a ti o n b e t w e e n A S R W a n d

t h e c h a n g e of M A ,
t h e r e w a s a t e n d e n c y t h a t t h e p r a c ti c e i n c r e a s e s M A of s t u d e n t s

w ith m a t u r a t ed a w a r e n e s s f o r e q u alit y of t h e s e x e s . 【C o n cl u si o n 】 T h e s e fi n di n g s s h o w

t h a t m a t e r n al n u r si n g p r a cti c e f o r n u r si n g st u d e n t s p r o vid e a n o p p o r t u n lt y t O yi eld

d e e p e r M A , t h r o u g h s p e cifi c e x p e ri e n c e s s u ch a s o b s e r v a ti o n of n o r m al d eli v e r y a n d b r e a st
-

f e e di n g a s si s t a n c e .

K e y w o rd s

m a t e r n al a w a r e n e s s
,
m a t e r n al n u r si n g p r a cti c e , a ttit u d e s t o w a rd w o m e n ,

p r a c ti c al eff e ct , n u r si n g e d u c a ti o n
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